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は　　し　　が　　き

大野原町地域は，柿田川沿岸に展開した扇状台地であり，古くから，農耕地域として栄えたところ

であります。このような地形である大野原町は

あります。

また，古墳地帯としての特色を十分にもった地帯で

古記録によれば．200余基の．大小古墳が点在していたことが．明らかにされております。中で

も．大字大野原地域．大字中姫地域には．特に多くの古墳が点在し．長年月の間に開墾されて破かい

され．一面の田園と化しているのが現状です。ただ，現在．香川県指定文化財となっている三大古墳

（椀貸塚・角塚・平塚）と赤岡山に現存する赤岡山古墳を除いては．全部地下に埋没し去って．現形

さえも見ることができません。偶 和46年度から

で着工され，農地の基盤整備が．続行されることになりました。

傭事業が，紀伊地区．中姫地区

我が教育委員会としては，古墳地帯の基盤整備事業であることから，常に事業実施当局と，密接な

連けいを保ちつつ，埋蔵古墳の損傷を防止することに注意を傾けてまいりました。その時．昭和47

年10月に至り 中姫地区を中心に事業を続行中．宗像地域及び．小森塚，道下と，次々に大小の古墳

跡を発見することになり．当局の理解と協力を得て．事業を中止し．その究明に，教育委員会の全力

を傾注することになりました。幸い石川巌先生（

掘． をまとめ，今回報告書を作成す

ご教示をお願いいたす次第でございます。

昭和49年3月

香川県≡

）の指導を

なりました。幸い

野原町教育委員会

遺跡の発

諸賢のご指導と，

教　育　長　　久　保　甚　作
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1調査古墳の名称 所在地

（1）小森塚古墳群　　　大野原町大字中姫2244番地（小字半田原）

（2）道下1．2号古墳

1号墳　大野原町大字中姫2213番地（小字道下）

2号墳　大野原町大字中姫2211番地

（3）宗像古墳　　　　　大野原町中姫691番地（小字小坪）

（4）酉の後1．2号古墳

1号墳　大野原町大字萩原1603番地（ の後）

2号墳　大野原町大字萩原1693番地

（5）豆塚2号古墳　　　大野原町大字大野原6933番地（小字鷺の首）

（6）町役場南側古墳　　　大野原町大字大野原1263番地l （小字辻南）

この報告書に記述する古墳の所在地は．国土地理院発行5万分のl地図「観音寺」の北西隅から

約37．5cm，南西隅から34～38．5珊の所である。

2．調査主体・経過

調査主体は，香川県三豊郡大野原町教育委員会である。

1972年秋から大野原町の田畑の大半に．香川県常により．大規模な圃場整備事業が始まった。

それにともなって，通路工事や，工場敷地も整備された。この作業が進行するにつれて．水田の下

から突然，ブルトーザにかかって出てきたのが，道下1号，2号．宗像．西の後2号．豆塚2号．

町役場南側の諸古墳であり，小森塚という墓所から出てきたのが．小森塚古墳群である。何れも予

知できなかった存在である。

宗像古墳は，1972年10月に調査し，その他の古墳は．1973年春に調査した。ただ西の

後1号古墳だけは，1959年11月に柿園を深耕した時に出たものである。したがって完全調査

が出来た古墳は一基もなく．明治時代以前すでに．一部分破壊されていたものばかりであるのが残

念である。

3　調　査　概　要

（1）　小森

小森塚は周囲の半田原の水田よりも．約130仇程高く標点32mの平担な．112m2の面積の

土地であり．戦国時代に大野原に来たという小森氏の基地となっていたが，県営圃場整備のブルト

ーザ工事によって出土してきたものである。（1）（2X3）匝X5）号は．非常に接近して埋葬してあった。（

附国参照）2号は大野原町教育委員会に復元保存してあるが．他号は消滅している。

－1－



各号古墳共に，封士は全く不明である。しかし．各号の距離は図の如く3．5～2．8勒しかなく，

小さな封士を造ったとしても，くっつきあって境がなくなるであろう。しかも，埋葬年代が約半世

紀の期間であり，各号ごとに立派な を造ったとは思われない間隔である。小森塚は東西21仇

なので一基の古墳の封土をその一族が次々に利用していったものかもしれないという可能性はある

が，それにしても配列を整理してあるとは思われないから．同一封士の可能性も強いものではない。

各号とも地山を少し掘り下げて造形したものであること きたが上部の盛り土は撮乱されて

いて封士に関する徴候は全くつかめなかった。おそくとも桃山時代頃から封士は撹乱されだしてい

る。各号の床面の高低の差は図の如く 最大で42C吼しかない．最低の3号で海抜30mであり最

高は2号の30．42孤であり．小森城の調査現在の地山は約3070mである。塚の北側の田は

30．72mで南側は31．27mである。北側の田からも同じような古墳が昔出土したそうであり，

すぐ東南側の道下1号古墳の床面も30．70仇でありその出土の田のレベルは31．48仇である。

これらのことからこの辺の古墳時代の地形は圃場整備工事直前の田畑の地形と変化していなかった

ことがわかる。標高30．70mを中心として．南から北に．5／100（訊）の債斜で下降している

ゆるやかな原に小森塚古墳や道下古墳が造築されたことになる。調査現在のレベルが32肋という

小森塚はやはり封士があったなごりであると認めなければならないが，その高さや面積は不明であ

る。古墳石室の様式は箱式石棺系統の2．4号と，横穴式片袖形石室系統の1．3号と壷棺の5号とい

う様式であり．方角は．1．2．4号が概ね東西で3号が概ね南北である。

物　小森塚1号墳

（I）石　　　室

破壊されていたので築造物の基底部しか判明しないが．後期古墳で．横穴式右側片袖形石室の

系統である。石宅の全長は492G犯でその内訳は．玄宅は長さ310仇，幅140（孤　玄門幅87

仰，羨道石壁は長さ182叫　左壁は152C乱羨門幅76C肌である。河原石を使用している。近

所を流れている枠田川の石であろう。壁石は四段程（深さ約50珊）の石宿であったということで

あるが調査の時には左壁に2段26C椚の深さであった。奥壁は石1個しか残っていない。附図に

よると、，A石は壁面が直線でなく一部こ広がりを持ってB石と共に部屋の奥まった安定した所と

いうような気分を感じさせる一様式をなしているようである。Ad石も同様である。C石とD石

との間が玄門となる。石室の底の根石（匹≡辺印の石）は総て石の長い面を壁面として用いてい

るがD石だけは小口1酎こ置き二面を玄門と玄室面とに使用している。玄室の壁石は下から2段目

以上は小口肴である。C石は面の上半分が左側に少し曲りそこからが玄室であることを物語って

おり．下半分の内面はD石と相対して玄門を構成しているK石があった跡がある。ABCDKの

中が片袖形の玄室である。D石は壁石と同じ大きさの河原石を使っているのは珍しく．その上に

石を肴んで玄門を高くしたとは思われず．背の低い玄門であり．その上に天井石がのっていた可

能性はない。CDEGは羨道であり羨門石と意識できるような背の高い立石はないようである。

くなっている。玄室も玄門の方向に幅が狭くなっている傾向がある。羨門は

石に対するの るが．G石が余分にあるので石

ー2－

DG長さ185Cnであり．左壁は



CE長さ155C犯である。だから羨道の長さは185cmとする。3号古墳も羨道の長さが左と右

とでは異っている。1号も3号も共に，玄室内の床面は直径5～6珊のぐり石が約2段ぐらいに

敷きつめられていて羨道には敷石はない。玄門と羨道との境には敷居石は置いていない。天井石

のない様式（観音寺市母神田式古墳の様式「であろう。それは′j、森塚3号には天井石がなかった

と推定されるし．この1号も深さ約5り珊くらいであったらしいからである。石室の主軸は北か

ら西に740憤いている。壁隅の面取りはしていない。

㈱　副　葬　品

＜須恵器＞
も・、

ヽ　e

壷　3個・h日録部は内側で2段になっているものが1個で他は破損していて不明である。3個

共頸部の厚さは根本よりも口縁部に近い方が分厚くなっている。肩と頸との問にふくらみがあり

肩は角ぼってなく底は丸底叉はそれに近い。厚みは全体的に概ね均一の厚さで内部の凹凸はほと

んどない。楢崎彰一氏の須恵器編年によれば岡期から福田期への変化期である。

杯1個　口緑部は内側で2段になりかかっており器腹の立ちは高く垂直であり台部もやや深

い。やはり岡期から福田期への変化期であろう。

捏瓶1個　頚はやや太く口綾部に両って外反しており．口緑は端を斜に直線的平面でつけて

ある。器腹の片面は平坦であり，別の片面は甲が高く内側は中央部で蓋をはりつけた跡の段がっ

いており，その直径は大きい。福田期にさしかかっている時代であろう。

貨幣　3枚　鉄銭であるらしいがかなりもろくなっていて．3枚がさびでこびりついてレ、た．、

丸形角穴で線輪があS。時代不明，古墳から貨幣が出土したことは極めて珍らしい。

鉄錬　1個　不完全なもの

レ）小森塚3号古墳

説明の都合で1号墳と同様式と思われる3号頃を2号よりも先に説明すう。

（I）石　　　室

石室は玄室奥壁から羨門部に向かって，直線的な壁面で造られている。石室の主軸の方角は北

から東に210はいているっ壁石は2段積みであったようで．壁由ま40cm以トであろう。地山

を約50G研掘り下げて石室を造ったものである。用石は河原石であるが片袖部の袖石「玄門石）

図D石だけが板状の割石で厚さ20cmで，55×95cmの大きさであり昧r而ヒ壁高は40C研出て

いる。床トに埋っている部分が55C脱で壁高より大で壁高40も刊を保った桝こは深かすざるとい

う感じがする、）このD石の上に他の石を壁石として積み上げることはなくて石室の哩の高さ（

深さ）は40・盈までであると思う。三豊郡内の横穴式石室の玄門は，一本石の柱であるか叉は．

同じ大きさぐらいの2個の石積の柱であり．その場合いづれも玄門の壁面は分厚いものである。

D石はこの様式ではないので，D石の上に石を積んで玄門を高くして天井石を乗せたとは考えら

れない。1．2．3．4号の距離が近いことも低い石室を想像させる。これにより壁高が60C配以下で

あって天井石が無く，横穴式石室の平面をもち，玄室だけに敷石をする母神山様式脚晋寺調と

－3－



3号項とは同様式であると推定する。

石室を構成する石は河原石で小目横を主とし長い側を壁面とlノて使用している石はすくない。奥

壁の幅が1号ではやや狭くなっているが，この3号では一番広く150C肌である。壁隅の面取り
事

はしイいない。窟石は少し玄室内側にはみでていてAABgの区域は玄室の中の遺体安置所とし

ての聖域を構成している点は1号と同じである。ABCDKという片袖形玄室である。玄室だけ

に小石を敷いて床面としている。玄門幅は85C闇で．羨門のEF幅は80cmである。玄門の長さ

は340仇，羨道の長さは，CEが182仇であり，石質全長は522cmとなる。羨道壁の長さは1

号と同じように片方の壁CDF）が少し短かくて166仇であるが．1号ではCDよりも，DFG

が長くなっている。

叫　副　葬　品

く須恵器＞

提瓶　1個　頸は1号の堤瓶のよりも少し細めであるが．1号のと同じぐらいに外反している。

口縁は欠損していて不明である。器腹の片面は中心から半径2．5（刊の間は平坦であるがそれから

端の方には曲線となっている。その平坦部の内側は両端と区別された厚さである。別の片面は甲

が高く内側は中央部で蓋をはりつけた跡に段があり，その直径3．5C闇でややせまくなって更にそ

の周囲に長径9．5例のだ円形の段がつけてある。取手は完全に残っている。器体の厚さは，約0．7

G昭である。福田期のなごりを残した海北塚期である。

壷　1個　頸は日録に向って外反し，口緑は，少し斜め下に伸びていてやや丸味をおびている

広口である。頸と胴との境はわづかに丸味をつけている。肩は平坦になりかかっていて，胴が横

に張り丸底である。提瓶と同じく になった頃のものである。

杯　2個　深さを残しているが内側は凸凹がある。一つは口縁の0 6C椚下に沈線と三角帯がき

ちんとつけてあり，他の一つは日録が内側に向って傾斜している。いづれも丸底である。海北塚

期の初期のものである。

玉類　硬玉製勾玉3個，出雲石製管玉12帆　青色ガラス製管玉78個′紺色ガラス製臼玉94

個，半透明ガラス製なっめ玉3個 緑色ガラスHE1個，水色ガラス臼玉1個，禄色ガラス小玉

5胤　水色ガラス小玉3胤紺色ガラスか玉里　頚，紺色ガラス管玉2胤線色ガラス管玉1凰

水色ガラス管玉3個

鉄製品，鉄刀片，鉄鉄片

銀環大3個

佃　小森塚2号古墳

（I）　石　　　　室

この古墳の床面の高さが．海抜30．42mで一番．射、。主軸の方角は北から西の方に640傾

いている0石室の形は概ね矩形で幅抱卵現　会長166仇でこの内側は，遺体を埋葬する妾宅

が132cmで足元に縦幅12仇の境右があり隣は長さ22cmの副室がありその車には須恵器が副

葬してあった。主室の深さは25 床面は5CⅦ大の小有が2段ぐらいに敷いてあり，東側の頭
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部から西側の足部に向って床面は．7／ノ100（仇）の傾斜で下向している。床面の小石の敷きかた

はやや凸凹している。副室の床面は主室よりも4珊低い。被葬者は未成年者であろう。箱形石棺

で主室と副室の二重に分れているのは三豊郡ではこの2号だけであり珍しい。石室上部の士は灰

白色の薄い層の篭った6d間厚の土があったので天井石はなかったものと考えられる。三豊郡内の

箱形石棺第3様式（観音寺市文化財保護協会編．昭和47年発行「観音寺市の文化財・…・…・考古

習料シーI－ズ創刊号」の12・14百を参照）では板石を使用しているが．足の膝附近の壁石の

組合せ方に段がっく手法がある。2号項の副室や次に述べる4号頃のEFGの構成は．その第3

様式の膝部構成のなごりであろう。但し2号のE石も，4号のEFも左上りである点は一つの手

法として把握すべきである02号の頚部ABは輿壁に向ってわづかに狭くなっている。4号もま

た．BCDが明確に奥壁Aに向って狭くなっている。この頭部の手法や膝部の手法や河原石を使

い床に小石を敷き蓋石がないことは新様式のものであり．今ここにこの2号と4号とをもって．

三豊郡箱形石棺の第4様式として規定する。2号は頚部の喚壁が数個の石で組まれ．かつ．H石

K石の石室内側の湾曲はごくわずかであり，伝統的手法を守っていない。それに比べて4号は頭

石がA石1個であり，H瓦K石の内側湾曲は明瞭であり2号よりも古式の伝統を守っているの

で，2号が4号よりも新しい。すなわち三豊郡に弥生時代前期に入植してはじめて水田耕作を行

なった人々の子孫が約600年間続けてき 箱形石棺がこの第4様式の小森塚2号墳を以って終

り．母神山式古墳に交代したのである。時に6世紀中期である。

㈱副　葬　品

＜須恵器＞

高杯　一滴　楯は長く幅はあまり広くな崎，透しは細長い。杯は2段である。 福田期である。

はそう1個　日録近くの外面に一段あり壷の肩部と口緑部との接続部分の幅は広い。櫛目や刷目

による文様はていねいである。肩の線は海北塚期に近いが福田期末のものであろう。

首飾1連　白色半とう明のメノウ製勾玉1個を左側に置き出雲石製の管玉で輪にしたもの

と．少量の紺色ガラス小豆と木製なつめも1租があった。

腕輪l環　直径3同の灰白色の石で．直径5．6珊の輪にこしらえてある。左手頸の辺にあっ

た。

金属板1板　4・9x6・抑狩で厚さ0．8間の青銅製薄板で片面は一部分がクローム様に光りさ

びついていない0三豊郡の後期古墳に鏡が副葬されているのは今のところないが．もしこれが鏡

の代用品であるとすれば極めて珍しい。いづれにしてもこの様な金属板は他に例がない。

国　小森塚4号墳

すでに2号境で述べたよう に．2 号よりも4号が少し古いと考える。その理

で造られ．H石やK石の湾曲が2号より少し強くて古式のなごりをとどめているからである。ま

た副葬品が皆無であったことも古式に通じる。しかしBCD石が内曲しており，石室幅が．いづ

こも約40仇であり全体として矩形であり．床は約2段に小石を敷き石室の深さ約20仇で浅い
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点などは2号と同様であり， 第四様式の 箱形石棺に規定すべきものであ り，4号もまた6世紀前期ま

たは中期のものと推定できる。A石やK石等の上面が三角の稜をなしているのでこの上にさらに

石を積み重ねたとは思われない。やはり2号同様に天井石がないものであったかと考えられる。

石宅は河原石で造られ、主軸が北から酎こ770傾いていて石室の長さは160C犯である。被葬

者は成人である可能性が強いがE石とF石の配置は2号のEF石にはさまれた区域と同じ意識の

手法であるから，未成年者（身長がひくいから）であるとも考えるがその場合にはEFG区に副

葬品があるべきなのに須恵器片さえ見当らなかったのは不思義である。石室の壁石の高さが2号
■蠣髭

のようにそろってなく高低があるのも気にかかる。もし石室が少し捜乱されていたせしてもA石

やK石は壁高を示している石である と考える。

妙　副　葬　品

皆無であった。箱式石棺には例の多いことである。

（瑚　小森塚5号壷棺

東形の須恵器壷である。嗣幅45．5だ配高さ購．5仇の広口壷である。P綾部はあまり長くなく

外反し口緑部と肩部は直角に近い角度で交る。日録の端は器体の上の先端をおりまげて厚みをつ

けている。肩の盛り上りがあり胴張りはきつくなく丸底である。厚みは器体の大きさの割に薄く

．窃取であ　均一の厚さである。外面は描線部で縦に櫛目を垂藩に用終胴部ではて軒ぬ齢な綱目

を横に平行につけてある。内面は青海渡文をていねいに並べてある。色はやや黒色の地肌である。

岡期の傾向の強いものであるがいささか次の福田期への傾向もある。一応6世紀中期に属するこ

とになる。この広口壷の蓋は不明

3．51両まなれてあり．1号2

る。この広口壷は垂直に置いてあった。図の如く1号から

々の主軸の線上には位置していない。5号壷は何れかの古墳の

副葬品であるという位置にはない。5号壱棺は弥生時代のよりも少し小形であるが，やはり壷棺

であると推定する。この5号壷棺を三豊郡壷棺の第内様式と規定しておく。「観音寺市の考古資

料シリーズ創刊号参照」。但し第三と第四の間に他の様式が将来発見される可能性がある。その

である。

＜小森塚古墳群の絵論＞

各号相互の距離は2．8m～35mで極めて近距離であり，一基ごとが独立封士を持つことは困難

な位置にある程である・。5基が一族関係にある人々の墓であると想像するのが最も自然である。し

かも6世紀の中期後期にわたる半世紀余りの期間の古墳である。よってこの5基を一連の古墳群と

して考察することは正当なことである。小森塚から十数メートル離れた北方の水田の中にl基程が

過去に出土したということであり．塚の南南東30仇の地点に道下1号墳があり，東20仇の地点

に道下2号項があったという。これらの3基の古墳は小森塚古墳群と直接一連のものとは，致しが

たいが時代的にも少しの差であり．様式も同様であるので中

心とした古墳群として一括把握す ある。各号とも
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5 を順番に整理すると次のようになる。

（1番）　4号・と5号であり，6Iけ：紀前期の後半の頃。（6世紀中期ともいえる）

（2番）　1号である。6世紀討手一頃、j

（3番）　2号である。6世紀御用の初め頃。（6巨摘己中期とも車える）

（4番）　3号である。6世紀後持軽）後半頃。

後述する遥下1号墳は小森塚の2号と3号との中間の時期のものである。

以上のように箱形石棺（4号）と壷棺（5号）とが一番古い墓として塚に内在することは，三豊

地方で弥生時代以来行われてきた両様式を素直に伝承しているということになる。（但し箱形

石棺が，6世紀まで継続していたことは説明できるが，壷 4～5世紀のものが不明である）6

世紀中頃の2号墳で古式の慣習が終り．日本の先進地域の横穴式石室様式が1号・3号としてこの小

森塚の氏族に受け入れられたのである。1号．3号共に母神山様式のものであり，普通の横穴式石

室様式のものではない。（天井石がないことなど）。母神山様式の古墳群としては，観音寺市池之

尻町母神山の西麓にある黒鳥林1～4号古墳群（老人ホl－ム敷地）と木之郷町千尋1号古墳がある。

なお千尋4．5．6号古墳も母神山様式であったかも知れない。黒鳥林のものも6世紀のものであり，

この様式の発生地が大野原であるか母神山であるか，それとも他所であるかは現在では判断できな

い。この小森塚において母神LO様式が三豊郡内での古式系統の箱形石棺と壷棺に直接に継続してい

ることは．小森塚古墳群の氏族が．観音寺市高屋町，室本町を本拠とする三豊開拓族すなわち，三

豊の先住者系であることを意味する。

小森塚古墳群によって以上の如く重要なことが判明したの

発見である。5世紀には奈良方面の前方後円墳の手法を守って造った前方後円墳が郡内にも存在し

観音寺市原町膏塚や，池の尾野三谷ひさぎ塚摘世紀に注先進地城の横穴式後期古墳に必適する

大円墳として大野原町辻の「ワンカシ塚」古墳等や池の尻町三谷の「カソス塚」古墳等が築造され

ている。であるから小森塚の1号，3号が造られたときにはすでに中央先進地域の墓制も行われて

いたのである。

保守的な小森塚古墳群の氏族と中央文化的椀貸塚，角塚，平塚古墳群の氏族との関係等の解明は

今後の研究を必要とする。椀貸塚等は三豊地方に移住してきた中央豪族系の氏族である可能性が強

い0

（2）　道下1号古墳

この道下1号のある水田の西隣の水田は半田原という あり道下1号から北北西に30刀伍の

地点にある先述の小森塚も半田原に属する。そばにある道下2号は1号から北方35仇，小森塚か

ら15硯の地点にある。それ故に小字遺Fにある道下1号も2号も小森塚を中心とした古噴群に属

する。道Fl引ま標高3148mの水田の中からブルトーザによって発見されたものであり，l号

の床面ま30．70仇の標高であり小森塚古墳群と大差ない0現在は消滅していて，東洋炭素株式会

社の敷地内の北方中央地点となっている。封士は消滅していて不明である。
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（I）石　　　　室
0

全長は390cmで主軸の方向は北から2　だけ東に傾いている。玄室は図の3石が玄室内には

み出ていて右壁の1石，2石と対する左壁の21石．22石とで玄室奥幅128仇の聖域観を構

成している。玄室の入日りよ，27イ＿1と7・8右とで狭く形成し幅92仇までになっている。玄室の

長さ218（渦である。側壁は相承石を2段に債み小Il精が多い。，側壁の高さは約10cmで浅すぎ

るくらいである。玄室床は5～6C椚大の小石を約2段に敷いている。28右が玄門石のような感

じを与えるが，それに対応する9石が低くすぎて玄門石ではないから．玄門石を立てない手法の

石室である。このような手法は天井石を置く必要のない母神山式石室の一部にも見られる手法で

ある。小森塚1号と同手法である。羨道は床面が玄室より低く壁は河原石を一列にならべて造り

石壁は162C咄壁は172仇の長さである。壁高は左壁29イ十で20仇．31石で13仇．右』

J

12石は6cmしかない。羨道幅は92～85C吼ある。涙道奥半分が28・31石と9・11石とで

構成する前宅的傾向の空間を作りその中に2列の壁。（C～H石列とJ～N右列）をつけてある。

C～H右列は玄室と羨道との境となり．J′－N石列は小宅を構成するようになっているが，その

′j、宅の大きさは小森2号の足元の別宅の大きさとは同規模であるが2号のような副葬品はなかっ

た。32～35石と12・13石にかこまれた部分が本格的な羨道であり，Q・P石で羨道入口を

ふさいでいる。この羨遣の中間に少量の炭素相と黒ヒ色があった。28・35・9・13石で構成

されるような様式の羨道は，観音寺両地之尻町運動公園内「カノス塚古墳＿‖：同様式のものであ

る．）ただしカノ′ス壕は天井石が－・部分にはあり玄門イjと羨P圧Iとは立派な柱石を立ててあり，道

下1号の12石・32石に相当する石は細幅の一本石を立ててある。カソス塚では1号のC～H

列石に相当するものとして玄門の敷居石を用い，J～N列石相当の績石は数十cmの高さでF‾F方を

広く積み重ねている。両古墳はほぼ同時代のものである。つまりカソス塚が中央文化的で見本の

規格である。1号には天井石は ったものである。その理由として，（a）天井石に匹敵する石

tが城一一一てなく，府　側壁上面はよくそろった高さであり言C）イ1室内と側壁上と有事外に白褐色

粘l二か充疇していて，しかも盗軋　または迫葬の跡がないこと等があげられる。玄室1二長を天井

石の代りに木質の天井を置いたか

上層の土は白色的であるのが普通

知れないが，母神山様式の場合も．玄室を充墳する土の一番

ある。

この道下1号境も母神山様式のものである。

伽）副　葬　品

＜須恵器＞

高杯　1個　日録部はやや薄くなり外反し腰部の沈線は太くてくっきりしている。脚はやや太

くて長く透しは細い。福田期と海北塚の境くらいの時期であろう。

杯　1個　口縁部の立ちは少し外反し，日録の端の方が少し厚くなってゆく。腰はや

福田期末頃であろう。

鉄器片　1個　鉄鉢の柄の片である。

この道下1号の年代は 後期で．小
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（5）　宗　像　古　墳

「そうぞう古墳」は小字小坪の水田で圃場整備のブルトーザ工事中に発見されたものである。小

森塚古墳群から南南西に約600m離れた地点に単独で存在していた。現在は消滅して＿いる。

（I）石　　　室

封士は水田化して不明である。

石質の［軸の方角は北から軸こ45、恥、机、る。即ち玄室が東南で豪産が西北を帖、ている。

玄室の奥半分と羨道の大半は破壊されていて明確でないが．床に敷いた小石等の残存により平面

の大体を知り得る。石質の垂長は約550仇でそのうち玄室は約350鋤羨道は約200喝玄室

の奥壁は約160Ⅶ，中央部の幅は約170cm一　玄門幅87仇，羨道幅は約95cmである。石宅は地

由を40だ配掘り下げて，擬着は河原着の縦長い商が壁になるように並べて石室を造る。玄室の床

には25×20cm大の平たい河原石を敷き並べた上に6～8cmの小石を約15C犯の厚さに灰色粘土

で固めてある。

玄門石は無くなっていたが，団の・ごこくE石，F石と推定するっ玄事はE．Fで斜に狭くなっ

てきてい号′隼・ざ二Fや間にあるT石は玄室床面よりも5く翔高＼一掛こ長l′、S石は0珊である。

芝の習癖等の石が玄関の敷居石となっ翻る。溌門の壁の娘着は針轟き丑伐で玄室の擬石の

紺㌫乱よりも低　羨門幅は玄室の所で8綱乳　中程では9　仇ぐらいである。羨道内に揺敷石

はし等齢な齢の現在の玄室の壁の高さ櫨盈　鼎しかな齢が王事をした嵐こよると駕東泉の胴やも

齢の高さ芸荒井覇が三枚締着と詳石　があった。ザp石は鄭こ花碗碧の腐蝕しかか豊艶もの等

浮きは黄芝細磯　錦である。り意　義室内の床面から天井までの高さは∴∴感の瑚官　仇やら齢の

低いもの響あ慧た霊芝になる。霊の羞　な低齢玄室の例桧す　な齢。P石は乗せるに充分な石が

Aおどけや玄室和ニーよ紀当らないプ）で．らこの形は玄室の壁石が天井に向かってだんだんと狭く

なっていたにちがいない。

鵬　副　葬　品

＜須恵器＞

短頸壷　1個　福田期でも後の方やあろう。高さ19．8C肌．幅18．7（渦である。目線からトにな

るほど厚くなる。

細頸瓶　1個　口縁部は下部

甲の中央部が高く上っ

外反し、甲程から上にもヅCいるのは短頚壷と

る。やはり福田期の後の方であろう。羨門外西北2刑から出土した。

平瓶i個　顎は太く外反し，胴には張りがある。海北塚期のものである。

高杯　3個　aは杯の形がゆがんでいて脚に透しがなく長くない。高蔵期である。bは脚が短

い．高蔵期である。Cは沈線や突帯が丁寧で脚幅もやや広く透しがある。海北塚期である。

杯　5個　口縁の立ちは低い。高蔵期である。

蓋1個　杯の蓋であろう。つまみの中央はひっこんでいる。高蔵期の後のほうであろう。
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銀環1個　直径0．6×0．565C乱の芯を2．59×2．39C机の円形にしている。

鉄製太刀片

鉄製やりがんな片

羨門のところから約2仇の西北方の地点に福田期の須恵器があった。これは古墳が最初造られ

たときに墓前のお供えとして副葬されたものであろう。以上のことから宗像古墳は6世紀中期に

造られて6世紀末ごろや7世紀初期に追葬されたようであるが攫乱されていたので明確でない。

（4）　その他の古墳

（カ　道下2号古墳

小森塚古墳から，東方20mで道下1号頃から北方35〝Iの地点にある。出土地点の水田は標

高30．92mでかって水田の土が約90G犯おちこんで石組みがあったそうである。60cmぐらいの

石を左右の壁としてその上に，約60cm幅の石を天井としてかけてあり，中に須恵器があったと

いう。すでに消滅していて耕作者の話しによるものである。

什）西の後1号古墳

萩原の下中と道上との問にあり一　県道佐馬地親音寺線道路（五郷方面行）の西側の脇にある。

小森塚から南に1980Ⅶ離れ．椀貸塚古墳から東南に18007花離れている。標高55〝lの平地

で柿畑であったのを，昭和34年11月11日，深耕作業中には上したものである。発見当時

既に玄室の根石だけ残っており羨道や封士その他一切不明である。図の如く玄室主軸の方角は北

から西に25J憤いている。左右の壁の基底部しか残っていないが．D石が玄室内部に向かって

15C机はいりこんでABC石がかこむ空間は少し幅広くなり玄室奥部の聖域感をあたえている。

その面鏡から見て．G石は奥壁に接触していた床石の一つであると推定する。玄室内は小石が敷

いてあった名残りがあった。玄室の長さは約300cm奥壁の幅約185cm中央の幅165仇，玄室

入口端の幅147仇で少し狭く絞ってある。玄室壁石の板石の高さは57～80C机である。玄門

は幅75仇でその左側の奥行は50C鼎，右側は30cmでそろっていない。この玄門石EFは高さ

は左右とも110cmでそろっている点は基本的手法にかなっている。壁石は大きいのでおそらく

壁が高く天井石のあった普通の様式のものと考える。それがいつの時代かに破壊されたのであ

る。追葬のことなど不明であった。遺物としては．須恵器破片が少し残っていた。それによると，

ほぼ高蔵期らしい。7世紀の前期である。玄室平面図は附図参照。

拗　西の後2号古墳

西の後1号墳から東南10 の地点の水田にあったものである。70×40×40仇前後の大

石が少し残っていたのが，圃場整備のブルトーザー工事で発見されたが工事以前にすでに変形し

ていたものであるので石室等や封土は不明である。ただ普通の様式の後期古墳であることだけは

用石から推定できる。遺物はなく時代も不明である。
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伺　豆塚2号古墳
●

県道丸井践日用線の鋸打雷再主上掛こ昭和48年査出二I＿したものである。県道のすぐ南

側に小さ占巧声日精で描二｝ていた。†ゝ守塙領主　24…豊中轟まい〃y8肋であって。トや小心か氾

乱状態で盛土転等あ軋　遠路より議の撒低齢亀山の恵に音域玄盛の右奥の床の部分だけが残慧驚

いた。右壁に使用したらしい石はヰOC悦夫くらいのもの3個が間隔をあけて一列に並びその西側

∴珠．つ‾とこごり′　′いご－′．1・・一！＼∴十　　、・I’、′、‥卜‥′′・、工右′十．ら、、iL・・、∴・J′、′．′蕊㍉

、さ売り言　I I・．　′　一　一　　　　　　　　　．：り′一可守L㍉ニー汀　′圭＿・ン　り昌・∴・、∵

か。この壕はたたりがあるという口伝があって地元の大は絶対に手をつけきらなかったのである

軒言吊巫出目∵中主吾‾中lい章　　一ニ・・ニ　′・′、J∴・こい正十ふて主の柚’廿はとら吊虹：柚，ヱ；

さしたが種かその鬼磯にたたりがあ慧数のであるう。太地は達を盛りなおし静を祭って芝抱を凝

れたもの．（て－ある。この育覇そ＼ら鮎　mll一再′1半大きなil一項が昔あったそうである。．

帥　町役場南側古墳

大野原町計現誠心1酎射酔こ頒㌣小六巨大左石が2貯柑行して把上した。東南と西．化とを結ぶも

角を向いていたらしいrJお耳「言二を、章一rいイrjごあっにのであろうか．床面などは明確－こないが一一・

つの石の下半分には小石を敷いて安定してあった。遺物はなかった。

（5）　結　　　　び

三豊郡の大野原町といえば分　梅貸塚，角塚，平塚古墳群と赤岡 とが著名であ 。何とい

・－て尋．よこで、ぐ！三．一㌦「Tl、‥　　　す　ニ　‾・　　∵∵・∴－1：1・．・・圧華t■与′－．ノ∴！中待機　∵言∴㍉・・、

恒．蒜たら・・′；靭！ぐ．1　′・．ト・∴ノ　′・・　　　童守口十∴∵　一■ユ弓圧搾．ノ了′ノ、、、

転ながら次第芸郡内芝努力を僻ぼ転鷲齢慧た地惑勢力　発生の地揺高殿多感寒喝摘摘懸寵戦意登

り軋隠付甘こ　工‘∴∴・∴・：′－　　、　′　′・・・、’．t、・－ご．－こ′円．：：いいん、、′、／′・、罰「．高’五、㌢　十二・。．

11二ぐ路い（ヾ！l、・ト’、‖′1、こノ：　一・J‾．・立㍉　一一㌧ノ工…’ら∴‥上人．十hill′　一．雨／i・∴、ご

窮が苦ら出・・そこ＝ノ浪再いい．‾よ・、′、主上　′し‾　‥、い。柄坤ゝ二′、五十5Ⅵ吐～つ瀬畑l

を簡吉寸‾で目上ト　石イ′差㍉一丁∴、・1－か吊ミニI！l！い亘）吊・‥√立∴　㌣両用情鳩目　ハ∫て

野郎∴激怒解像嘗㊥発謹磯怒蜂瀞怒牽恩命廃来聴磯磯魂㊨⑯㊨宜∵嚢應磯廟廟㊥腐磯噛商機漣家電

て．荒井石がなく伸勘丹∴－信一ら瀬　∴二，′‘了†く　′∵、沌J．一、十掻い一かかも、て吊一一か・．・し．．、

母神山様式は昭和感慧率の磯蘭寺番地の糀野望番の黒鳥林　尊者境野の発掘諏登還よっ等発魔きれ

たものであら、ノア）時ふ臣湖、再拝JUノ・さサ示！里・JH・いざはてあー二言二が．畑中rJ小森梅吉射群の

調査によってついに判明し／二の一一・あるり丈こつ・＿昔範な成果李一得たのである．占い慣習である簗棺

と箱形石棺とが母神山様式と刷キし／ていたわである。，すなわち箱形石棺にも壷棺にも第4様式があ

ることが判っただけでなく．母神山様式が三盟の地元勢力に行われたことが判明したのである。小

森塚古墳群は三豊郡の古代史解明に絶対的な重要性を持つものである。

弥生時代以来の三豊地方の地元勢力は母神山様式のものだけでなく他の古墳の様式も行ったこと
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であろう。

大野原町では止や萩原方面は主として中央史化的様相の地であ畑　中姐は主として母神山様式の

地であるようである。

（6）　附　　　記

大野原町は平坦な地形の所としては特に古墳の多い地域であるので，その所在を記しておく。下

記の古墳群の区分の仕方は決定的なものでなくl今ここに説明するための便利としてだけに使用す

るものである。

第一に篇東野深古墳群は宮の下，東斡　平塚等こあ　身椀貸塚，角塚，平塚　界指定の≡基持

岩倉塚等であり，ド明け一の大規模横穴式古墳である。第二に中姫の赤岡り油墳群がありI祝三塁円

墳を中心にして近距離に林立していた古墳群である。第三に安井古墳群があり立石古墳，神田古墳

が届寸るが現存しない。なお安井には弥生舶用1期の土器か山j・しており，安井寺という≠一寸院跡

もあウ重要な地帯である。第四にこの報告書の小森塚轟境野があ軋　遺下古墳を含めておく。第五

に丸井古墳群があ　観音寺市との境界線上の平岡古墳群や繭の宮古墳群がある。この義輝の飽こ芸

の報告吾にあろ宗像吉墳や大野原地区の豆塚古墳や萩原の西の後吉吼l三鶴　亀l三両吉札　頂付で

嶋や花柄地区の抽入塚古墳等がある。これら担大部分は現存してないものが多い言Oi時代末期に

は　搾基の務境があった　記録されているが残　少な齢現状で古墳群を史記のよ狛こ分類する芝と

は適当でな午の背嚢　便宜的な説明用の　のである票数を芝とあってお巌　なお豊浜紺は轟磯の少

な齢地帯であるが都滑鵜匠の五十鎗神経古墳　別名だ咽臓囁∋藍東野原野の宙場数の開孫臆感賓

であって無視できない√＿，
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下
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古
墳
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面
図

0　20　40．60　80　1∝Icm

≪道下1号墳土質の説明≫

I　灰色粘土層

Ⅱ　白色粘土層（部分的には褐色を帯びる）

Ⅱ　自褐色粘土層（羨道部のより玄室部のほうが白色がかる）

Ⅳ　灰色の砂質粘土層

Ⅴ　褐色粘土層（最も硬い）
I

Ⅵ　軟質の褐色土層

Ⅶ　硬質の褐色土層

Ⅷ　軟質の砂質粘土層で第Ⅱ層と類似する

Ⅸ　異質土層
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小　森　塚1　号

小　森　塚　2　号

－36一



小森塚5号（須恵器） 小　森　塚　4　号
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